


    
    


    




    1月16日のおはなし「オーガスト・オーケストラ」
    　大声で叫びながら、一人の男が町を疾走する。町の人々はぎょっとした目つきで男を見るが、だからといって何かをするわけではない。また〈8月頭〉か。暑くて頭がどうかしたんだろう。ちょっと走り回ればすっきりするだろう。ああいうのにはできるだけ関わらないに限る。それが大人のやり方っていうもんだ。ところが大人のやり方だけでは対処できないこともある、ということを町の人々は思い知らされることになる。

　男の疾走から3時間。裏手の山から異様な物音が聞こえ始める。言い忘れていたが町は山と海にはさまれたちっぽけな平野部にあって、町全体が山のふもとということもできるし、町全体が海辺だということもできる。そのちっぽけな町全体に異様な物音が響き始めたのだ。古老は口々にやれ山神の怒りだ龍神の祟りだと言い、思い思いに仏壇やら神棚やら道祖神やら祠やらに祈りを捧げる。働き盛りの男女は山崩れか地震の前触れだというのでケータイで家族に連絡を取り始める。子ども達はその響きの底に潜む不思議なリズムに魅せられ、わーきゃー叫びながらあたりを駆け回り始め、先生やら親やらに叱り飛ばされている。

　リズムに魅せられる？

　そう。そこにはリズムが感じ取れる。ブーンともムーンともつかない轟きの中にピチピチパチパチとはぜるような音、ガチャガチャとぶつかり合う音、そして聞きようによってはどこかものがなしいメロディーめいたものが聞き取れるようにさえ思えてくる。けれど何よりもまずそれは圧倒的に騒音である。しかもどんどん大きくなってきている。どんどん近づいている。

　やがて人々は、そこにたくさんの人間の悲鳴とわめく声を聞き取り、なんだ人間の声だったのかと誤解する。そしてそれが誤解だったと気づいた時にはもう、自分自身が悲鳴を上げるかわめき始めるかして騒音の一部となる。3時間前に大声で叫びながら疾走していた男そっくりに走り回ることになる。

　騒音の先頭には逃げ惑う人々の阿鼻叫喚、その背後にはクマ、イノシシ、シカ、サルといった比較的大きめの生き物の姿が見え、頭上ではタカ、カラス、モズ、ムクドリをはじめとする鳥の大群が空をいっぱいに広がり太陽の光を遮ろうとしている。足元にはびっしりとモグラ、ヤモリ、トカゲ、ヘビなどの小動物が埋め尽くし、離れていては見えにくいが余裕のある人の目には（あるいは押し倒され全身を「それ」で覆われることになった人の目には）無数のクモ、ムカデ、ヤスデ、ゲジゲジ、ミミズほかうねうね動くイモムシの類が震える地面のように映る。

　地面を震わせているのは虫たちだけではない。夥しい数の脚が地面を踏みしめ踏みつけ走り回ることで山から海までの大地すべてを振動させてすさまじく深く低い轟きがあたりを圧している。そこに鳥獣の吠える声、鳴き声に人間の叫び声やわめき声に悲鳴が合わさり、さらにはお互いがぶつかり合い押しつぶし合い立てる音がまじりあって、誰も聞いたことがない得体の知れない空恐ろしい音楽が出現している。人々とケモノ、トリ、ムシケラが構成する一大オーケストラはそのまま一気に坂を駆け下り浜辺を駆け抜け海に突進する。多くの命が失われ町はほぼゴーストタウンと化す。

　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊

「8月？」
　と童子が声をかけ、8月と呼ばれた男は目を覚ます。男の目の前にはかわいい小さな男の子が、何やら古風な着物に身を包んでそこに立っている。こんな山奥の人もいないようなところに、こんな子供が一人っきりでいるなんて。という風には、8月は考えない。そんなことを思いつくほどオツムのできがよくないからだ。その男の子がまた鈴をころがすような声で言う。
「どうだい？　これで満足かい？」
　そう聞かれても8月には何のことだかわからない。すっかり深く眠り込んでいたからだ。大きな声を出して町を駆け巡り、山奥深くまで走り回ったおかげでくたくたになったからだろう。
「みんなが望んだ通り、何もかもすっきりさせてみたよ」
　童子は触れただけで皮膚がすぱっと切れそうな笑みを浮かべるとそう言った。8月はよくわからないままにへへへと笑った。

（「8月」ordered by エルスケン--san/text by TAKASHINA, Tsunehiro a.k.a.hiro）






    感謝の言葉と、お願い＆お誘い
    　Sudden Fiction Project（以下SFP）作品を読んでいただきありがとうございます。お楽しみいただけましたでしょうか？　もしも気に入っていただけたならぜひ「コメントする」のボタンをクリックして、コメントをお寄せください。ブクログへの登録（無料）が必要になりますが、この機会にぜひ。




　「気に入ったけどコメントを書くのは面倒だ」と言うそこのあなた。それでは、ぜひ「ツイートする（Twitter）」「いいね！（Facebook）」あたりをご利用ください。あるいは、mixi、はてな等の外部連携で「気に入ったよ！」とアピールしていただけると大変ありがたいです。盛り上がります。




※星5つで、お気に入り度を示すこともできるようですが、面と向かって星をつけるのはひょっとしたら難しいかも知れませんね。すごく気に入ったら星5つつける、くらいの感じでご利用いただければ幸いです。




　現在、連日作品を発表中です。2011年7月1日から2012年6月30日までの366日（2012年はうるう年）に対して、毎日「1日1篇のSFP作品がある」という状態をめざし、全作品を無料で大公開しています。→公開中の作品一覧




　SFP作品は、元作品のクレジットをきちんと表記していただければ、転載や朗読などの上演、劇団の稽古場でのテキスト、舞台化や映像化などにも自由にご活用いただけます。詳しくは「Sudden Fiction Project Guide」というガイドブックにまとめておきました。使用時には、コメント欄で結構ですので一声おかけくださいね。




　ちょっと楽屋話をすると、7月1日にこのプロジェクトを開始して以来、日を追うごとにつくづく思い知らされているのですが、これ、かなり大変なんです（笑）。毎日1篇、作品に手を入れてアップして、告知して、Facebookページなどに整理して……って、始める前に予想していたよりも遥かに手間がかかるんですね。みなさんからのコメント、ツイート（RT）、「いいね！」を励みにがんばっていますので、ぜひご協力お願いいたします。




　読んでくださる方が増えるというのもとても嬉しい元気の素なので、気に入った作品を人に紹介して広めていただけるのも大歓迎です。上記Facebookページも、徐々に充実させてまいりますので、興味のある方はリンク先を訪れて、ページそのものに対して「いいね！」ボタンを押してご参加ください。




　10月からは「1日1篇新作発表」の荒行（笑）を開始し、55作品ばかり書き上げる予定です。「急募！お題　この秋Sudden Fiction Project開催します」のコメント欄を使って、読者のみなさんからのお題を募集中です。自分の出したお題でおはなしがひとつ生まれるのって、ぼくも体験済みですが、かなり楽しいですよ！　はじめての方も、どうぞ気軽に遠慮なくご注文ください（お題は頂戴しても、お代は頂戴しないシステムでやっています。ご安心を）。




　こんな調子で、2012年6月30日まで怒濤で突き進みます。他にはあんまりない、オンラインならではの風変わりな私設イベントです。ぜひご一緒に盛り上がってまいりましょう。
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